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別
表
第
一
第
四
十
号
中
「
蒸
り
ゆ
う
施
設
」
を
「
蒸
留

施
設
」
に
改
め
、
同
表
第
四
十
五
号
中
「
フ
ル
フ
ラ
ー
ル

蒸
り
ゆ
う
施
設
」
を
「
フ
ル
フ
ラ
ー
ル
蒸
留
施
設
」
に
改

め
、
同
表
第
五
十
一
号
ロ
中「
原
油
常
圧
蒸
り
ゆ
う
施
設
」

を
「
原
油
常
圧
蒸
留
施
設
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
号

の
七
を
同
表
第
六
十
六
号
の
八
と
し
、
同
表
第
六
十
六
号

の
六
を
同
表
第
六
十
六
号
の
七
と
し
、
同
表
第
六
十
六
号

の
五
中
「
第
六
十
六
号
の
七
」
を
「
第
六
十
六
号
の
八
」

に
改
め
、
同
号
を
第
六
十
六
号
の
六
と
し
、
同
表
第
六
十

六
号
の
四
を
同
表
第
六
十
六
号
の
五
と
し
、
同
表
第
六
十

六
号
の
三
を
同
表
第
六
十
六
号
の
四
と
し
、
同
表
第
六
十

六
号
の
二
ロ
中
「
洗
た
く
施
設
」
を
「
洗
濯
施
設
」
に
改

め
、
同
号
を
同
表
第
六
十
六
号
の
三
と
し
、
同
表
第
六
十

六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
十
六
の
二

エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
又
は
一
・
四
e

ジ
オ
キ
サ
ン
の
混
合
施
設
（
前
各
号
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。）

別
表
第
一
第
六
十
七
号
中
「
洗
た
く
業
」
を「
洗
濯
業
」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
第
三
十
四
号
中
「
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の

二
」
を
「
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
三
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
二
中
「
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
二
」
を

「
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
三
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
七
第
一
号
中
「
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の

三
か
ら
第
六
十
六
号
の
七
ま
で
」
を
「
別
表
第
一
第
六

十
六
号
の
四
か
ら
第
六
十
六
号
の
八
ま
で
」に
改
め
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
）

３

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
五
の
六
の
項
中
「
第
六
十
六
号
の
二
ハ
」
を

「
第
六
十
六
号
の
三
ハ
」
に
改
め
る
。
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下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
四
十
八
号

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
二

条
の
九
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
十
五
条
の

十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
三
第
三
号
中
「
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十

三
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十

三
号
」
に
、「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
四
号
」に
改
め
、

第
三
十
三
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第

三
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
六
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
七

一
・
四
e

ジ
オ
キ
サ
ン

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

第
九
条
の
四
第
三
項
中
「
第
一
項
第
三
十
三
号
」を「
第

一
項
第
三
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
九
第
一
号
及
び
第
三
号
中「
に
掲
げ
る
物
質
」

を
「
若
し
く
は
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
物
質
（
同
条
第
十

五
号
に
掲
げ
る
物
質
に
あ
つ
て
は
、
シ
ス
e

一
・
二
e

ジ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
十
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
十
二
条
第

二
項
中
「
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
三
号
」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。
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平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ

た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の

手
当
金
等
に
つ
い
て
の
児
童
手
当
法
施
行
令
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
四
十
九
号

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認

さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処

す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
児
童
手
当
法

施
行
令
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十

三
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

児
童
手
当
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
（
そ
の

所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分

の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
市
町
村
民
税
（
特
別
区

が
同
法
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
同
法
第

五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
税
を
含
む
。）に
つ
き
、
平

成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口

蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当

金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四

十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
免
除
を
受
け
た
者
に

係
る
も
の
に
限
る
。）の
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け
る
児

童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一

号
）
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項

中
「
掲
げ
る
控
除
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
控
除
又
は
免

除
」
と
、「
四

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第

九
号
に
規
定
す
る
控
除

二
十
七
万
円
」
と
あ
る
の
は

「
四

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
九
号
に

五

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認

規
定
す
る
控
除

二
十
七
万
円

さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市

町
村
民
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年

法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
免
除

当

該
免
除
に
係
る
所
得
の
額
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
し
、

平
成
二
十
三
年
以
後
の
児
童
手
当
法
第
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
所
得
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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